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以上のことから,TG の創傷後 2 日目における創傷治癒の抑制は,再上皮化の段階において
smad2の過剰発現が K16の発現を低下させた結果として,上皮細胞の遊走能が抑制されたこと
に起因するものである可能性が示された｡
【結論】
smad2を過剰発現した歯肉上皮では,K16の発現低下に伴って,創傷治癒における再上皮化が
抑制された｡
